
χご④

ら

一

【
ワ
シ
ン
ト
ン
＝
中
村
一見
】

．ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
反
政
府

武
装
勢
カ
タ
リ
バ
ン
の
攻
勢

が
上
ま
ら
な
い
。
ア
フ
ガ
ン

政
府
軍
を
軸
と
す
る
同
国
の

治
安
部
隊
は
兵
力
で
タ
リ
バ

ン
の
５
倍
程
度
と
さ
れ
る
。

米
国
製
兵
器
を
導
入
し
て
お

り
、
物
量
で
は
タ
リ
バ
ン
を

圧
倒
で
き
る
は
ず
だ
。
劣
勢

は
ア
フ
ガ
ン
治
安
部
隊
の
団

結
や
組
織
力
の
も
ろ
さ
を
浮

き
彫
り
に
す
る
。

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
１０

日
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
記

者
団
に
対
し
、
ア
フ
ガ
ン
撤

収
を
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て

「
後
悔
し
て
い
な
い
」
と
語

っ
た
。
タ
リ
バ
ン
は
Ｈ
日
ま

で
に
少
な
く
と
も
９
州
都
を

制
圧
し
た
と
さ
れ
る
が
、
バ

イ
デ
ン
氏
は
８
月
末
の
撤
収

方
針
を
堅
持
し
た
。
米
軍
制

服
組
ト

ッ
プ
の
ミ
リ
ー
統
合

参
謀
本
部
議
長
は
７
月
下
旬

や
治
安
部
隊
、も
ろ
い
組
織
力

が
劣
勢
な
の
は
な
ぜ
か
。
米

シ
ン
ク
タ
ン
ク
Ｃ
Ｎ
Ａ
の
ジ

ョ
ナ
サ
ン

・
シ

ュ
ロ
ー
デ
ン

氏
は
１
月
、
米
陸
軍
士
官
学

校
の
関
連
機
関
の
月
刊
誌
で

ア
フ
ガ
ン
治
安
部
隊
と
タ
リ

バ
ン
を
兵
士
数
や
財
政
な
ど

５
項
目
で
比
較
し

「
タ
リ
，
バ

ン
が
や
や
優
位
だ
」
と
指
摘

し
た
。
ア
フ
ガ
ン
治
安
部
隊

の
最
大
の
弱
点
に
あ
げ
た
の

が
組
織
力
や
団
結

の
弱
さ

だ
。

「
タ
リ
バ
ン
は
ア
フ
ガ

ン
治
安
部
隊
よ
り
も
戦
う
意

志
が
強
い
」
と
も
指
摘
し
た
。

タ
リ
バ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
神

学
生
が
基
盤
の
組
織
で
、
ア

フ
ガ
ン
を

「
イ
ス
ラ
ム
の
土

地
」
と
見
な
し

「
異
教
徒
や

異
教
徒
に
協
力
す
る
勢
力
」

の
排
除
を
目
指
し
て
い
る
。

米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン

・
ポ
ス

ト
が
‐９
年
に
入
手
し
た
米
政

府
内
部
文
書
は
ア
フ
ガ
ン
治

安
部
隊
の
モ
ラ
ー
ル
の
低
さ

ｎ
仏

δ
後

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

文
書
に
よ
る
と
、
ア
フ
ガ

ン
空
軍
を
支
援
し
た
米
軍
事

顧
間
は

「
ア
フ
ガ
ン
兵
が
売

却
目
的
で
航
空
機
燃
料
を
頻

繁
に
盗
ん
だ
」
と
証
言
。
複

数
の
ア
フ
ガ
ン
の
地
域
指
導

者
は

「
治
安
部
隊
の
目
的
は

金
稼
ぎ
だ
」
と
指
摘
し
た
。

「
離
職
率
」
は
高
い
。
米

政
府
機
関
が
デ
ー
タ
を
公
表

し
て
い
た
‐５
年
前
後
は
月
２

～
３
％
程
度
で

「
な
お
高
水

準
だ
」

（ラ
ン
ド
研
究
所
の

ジ

ェ
イ
ソ
ン

・
キ
ャ
ン
ベ
ル

政
策
研
究
員
）
と
の
見
方
が

多
い
。
部
隊
規
模
を
維
持
し

て
も
年
間
で
３
割
前
後
の
兵

士
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
軍
事
作
戦
の

熟
度
が
高
ま
り
に
く
い
。

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

５
月
以
降
に
ア
フ
ガ
ン
治
安

部
隊
が
戦
わ
ず
に
降
伏
す
る

ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。

バ
イ
デ
ン
氏
が
３０
万
人
規

模
と
し
た
治
安
部
隊
の
う
ち

・

実
際
に
戦
闘
任
務
を
行
う
兵

士
は
少
な
い
と
の
見
方
も
目

立
つ
。
治
安
部
隊
に
は
３５
万

人
の
定
員
枠
が
あ
り
、
主
に

軍
と
警
察
に
分
か
れ
る
。

シ

ュ
ロ
ー
デ
ン
氏
は
２０
年

７
月
時
点
で
１８
万
５
０
０
０

人
が
軍
に
属
し
た
が
、
こ
の

う
ち
陸
上
の
戦
闘
部
隊
は
約

９
万
６
０
０
０
人
と
推
計
す

る
。
タ
リ
バ
ン
兵
の
ｌ

ｏ
６

倍
に
と
ど
ま
る
。
実
際
の
戦

闘
部
隊
の
規
模
で
は
タ
リ
バ

ン
と
大
差
が
な
い
よ
う
だ
。

元
国
務
省
高
官
は
、
タ
リ

バ
ン
が
広
範
な
地
域
を
統
治

し
な
が
ら
戦
闘
を
続
け
る
能

力
は
乏
し
い
と
指
摘
し
た
。

ア
フ
ガ
ン
治
安
部
隊
は
人
口

密
集
地
域
の
防
衛
を
重
視
し

て
お
り
、
首
都
カ
ブ
ー
ル
の

陥
落
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

の
見
方
が
多
い
。

の
記
者
会
見
で
、
タ
リ
バ
ン

が
ア
フ
ガ
ン
の
半
分
程
度
の

地
区
を
支
配
し
た
と
明
ら
か

に
し
て
い
た
。

国
際
社
会
も
対
応
を
急

ぐ
。

カ
タ
ー
ル
政
府
関
係
者

に
よ
る
と
、

１０
日
前
後
に
同

国
で
米
国
や
英
国
、
欧
州
連

合

（
Ｅ
Ｕ
）
、
国
連
、
中
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
が
ア
フ
ガ

ン
情
勢
を
め
ぐ
る
協
議
を
開

催
。
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
タ
リ

バ
ン
に
対
話
を
促
す
構
え
だ

が
、
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
７
月
上
旬

の
演
説
で
ア
フ
ガ
ン
治
安
部

隊
に
つ
い
て

「
世
界
の
ど
の

軍
隊
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い

３０
万
人
」
と
持
ち
上
げ
て
い

た
。
約
６
万
人
と
推
計
さ
れ

る
タ
リ
バ
ン
の
戦
闘
員
を
大

幅
に
上
回
る
。
ホ
ワ
イ
ト

ハ

ウ
ス
に
よ
る
と
、
米
国
は
２

０
０
２
年
以
降
、
ア
フ
ガ
ン

治
安
部
隊

に
８
８
０
億

′レ
ド

（９
兆
７
０
０
０
億
円
）
の
資

金
を
支
援
し
た
。
軍
用

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

「
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー

ク
」
な
ど
多
数
の
米
国
製
の

装
備
品
も
提
供
し
て
き
た
。

そ
れ
で
も
ア
フ
ガ
ン
政
府

アフガン、タリバンが半分支配

バイデ ン米大統領は 8月 末のアフガ ン
撤収方針を堅持する考えを示 したが …

(10日 、ホワイ トハウス)一ロイター

「兵力5倍」でも降伏相次ぐ

凛

ｒ
ト
ト
Ｌ

電珀 褥
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C

1970年代から成長の果実が
個人に向かいにくく

_._        生産性
ニクソン・ショック
(71年)|

1時間当たり
の賃金

19481F  60   70   80   90  2000  10  18

(出所)米経済政策研究所、伸びの累積

国
際
通
貨
制
度
の
転
換
点
と
な

っ
た
ニ
ク
ソ
ン

・
シ

ョ
ツ
ク

（ド
ル
シ

ョ
ッ
ク
）
か
ら
８
月
１５
日
で
５０
年
を
迎
え

る
。
金
準
備
の
制
約
が
な
く
な

っ
た
通
貨
は
膨
張
し
、
変
動
相
場
制
で
の
為
替
の
急
変
は
通
貨
危
機
を
も
た
ら
す
よ

う
に
な

っ
た
。
漂
流
す
る
通
貨
を
ど
う
制
御
し
て
豊
か
さ
に
つ
な
げ
る
か
。
新
た
な
模
索
が
始
ま

っ
て
い
る
。

（
関
連
特
集
８
面
に
）

「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
と

は
何
度
も
話
し
た
」

「
経
済

の

一
部

が
好
調

で
あ

っ
て

も
、
そ
う
で
な
い
多
く
の
人

が
い
る
」
。

米
連
邦
準
備
理

事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
の
パ
ウ
エ

３
倍

　

２

　

　

１

ル
議
長
が
格
差
に
言
及
す
る

場
面
が
増
え
て
い
る
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
危
機
に
対
応
し
、
米
国
は

瀑

伝
暉

３

／
２

３００

％

　

２００

お
金
を
ば
ら
ま
い
た
。
金
融

緩
和
と
財
政
政
策
で
通
貨
の

供
給
量

（Ｍ
２
、
現
金
や
預

金
な
ど
）
を
１
年
強
で
約
５

兆

′レ
ド

（約
５
４
０
兆
円
）
も

増
や
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
マ

ネ
ー
は
株
価
を
最
高
値
に
押

し
上
げ
て
富
裕
層
を
豊
か
に

一”』知つ］一細鋤『層は

模
索
す
る
中
銀

一一　
一ｒ策の、番人」転鰤が

一哨
「
で
「
る
。
そ

‐の磁
因
は

〓通
貨
と
経
済
の
関
係
が
変
わ

っ
た
５０
年
前
に
あ
る
。

一一　

１
９
７
１
年
８
月
、
当
時

の
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
は
金

と
ド
ル
の
交
換
停
止
を
表
明

し
た
。
ド
ル
を
金
と
ひ
も
づ

け
、
各
国
通
貨
の
レ
ー
ト
は

ド
ル
と
固
定
す
る
第
２
次
世

界
大
戦
後
の
枠
組
み

「
金
ド

ル
本
位
制
」
が
崩
れ
た
。

国
際
収
支
悪
化
で
米
国
内

の
金
が
不
足
し
た
た
め
だ

が
、
ド
ル
と
金
を
切
り
離
せ

ば
経
済
学
者
ケ
イ

ン
ズ
が

「
金
の
足
か
せ
」
と
呼
ん
だ

通
貨
量

の
制

限
が
な
く

な

り
、
経
済
の
潜
在
力
を
引
き

出
す
と
の
期
待
も
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
マ
ネ
ー
の
量
は

一
魏
ぁ
И
峻
霜
中
醐
詢
睛
紅
雲
一

は
５０
年
で
国
内
総
生
産

（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
６
割
か
ら
ｌ

ｏ
３

倍
に
な

っ
た
。

証
券
投
資
や
融
資
が
国
境

を
越
え
、
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ

Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
と
１
日
あ
た

り
の
為
替
の
取
引
額
は
１９
年

時
点
で
６

・
６
兆

′レ
ド
と
デ
ト

タ
を
遡
れ
る
３０
年
前
の
１２
倍

．と
な

っ
た
。

通
貨
の
急
増
は
世
界
を
豊

か
に
し
た
の
か
。
当
時
、
ニ

・ク
ソ
ン
大
統
領
の
演
説
を
短

波
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
を
窓

の
外
に
出
し
、
か
じ
り

つ
い

て
聞
い
た
大
蔵
省

（現
財
務

省
）
元
財
務
官
の
行
天
豊
雄

氏
は

「
金
融
の
膨
張
で
常
に

一バ
ブ
ル
の
生
成

・
崩
壊
に
お

一び
え
る
よ
う
に
な
り
、
格
差

の
拡
大
も
止
ま
ら
な
く
な

っ

た
」
と
負
の
側
面
を
語
る
。

９０
年
代
ま
で
は
ド
ル
の
供

給
量
が
増
え
る
と
米
国
の
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
連
動

し
て
高
ま
る
傾
向

が
あ

っ

た
。

１０
年
以
降
は
供
給
量
が

２

ｏ
４
倍
に
な

っ
て
も
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
ｌ

ｏ
６
倍
ど
ま
り
。
米

マネーの増加に経済成長が追し`
つかなくなつた(年代別伸び率)

1960年代 70  80  06~2000 1o以降
(出所)セントルイス連銀

〓
籍
企
業
の
経
営
者
層
や
株
主

が
潤
う

一
方
、
労
働
者
の
恩

恵
は
乏
し
く
な
っ
た
。

「
１
日
に
何
度
も
値
上
げ

し
な

い
と
や

っ
て
い
け
な

い
」
。
レ
バ
ノ
ン
の
首
都
ベ

イ
ル
ー
ト
で
食
料
品
店
を
営

む
ジ
ャ
リ
ル

・
パ
ラ
ド
さ
ん

（
４２
）
は
悲
鳴
を
上
げ
る
。

経
済
危
機
が
深
ま

っ
た
１９

年
秋
以
降
に
通
貨
レ
バ
ノ
ン

ポ
ン
ド
の

「
闇
相
場
」
が
生

ま
れ
、
実
勢
価
値
は
ド
ル
に

ペ
ッ
グ

（
固
定
）
す
る
公
式

レ
ー
ト
の
１０
分
の
１
以
下
に

暴
落
し
た
。
砂
糖
や
油
な
ど

輸
入
頼
み
の
食
料
品
価
格
は

８
倍
以
上

に
値
上
が
り
し

た
。成

長
に
も
ろ
さ

レ
バ
ノ
ン
は
通
貨
価
値
と

預
金
金
利
を
高
く
保

っ
て
海

外

マ
ネ
ー
を
取
り
込
み
、
金

融
セ
ク
タ
ー
偏
重
の
経
済
を

築
い
た
。

「
観
光
業
以
外
ほ

と
ん
ど
産
業
も
な
い
の
に
身

の
丈
に
合
わ
な
い
生
活
を
し

て
き
た
」
。
英
ス
タ
ン
ダ
ト

ド
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
レ

バ
ノ
ン
法
人
で
ト

ッ
プ
を
務

め
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ダ
ン

・
ァ
ッ
ジ
氏
は
嘆
く
。

レ
バ
ノ
ン
危
機
は
マ
ネ
ー
．

で
は
生
産
性
が
高
ま

っ
て
も

一の
力
に
頼
る
成
長
の
も
ろ
さ

け
］
↑
¨
秤

つ 均
顔
℃

ｍ
筆
い

一
権
崚
罰
”
“
げ
は
Ｍ
餞
畔
蹄

膨
張
は
市
場
主
義
や
グ

ロ
ー

・

中
銀
は
格
差
に
加
え
気
候

バ
ル
化
と
結
び
つ
き
、
多
国

〓
変
動
の
問
題
に
も
焦
点
を
当

て
、
経
済
の
地
力
を
強
め
る

方
向

ヘ
マ
ネ
ー
を
誘
導
し
よ

う
と
し
始
め
た
。

「
先
進
国

の
中
銀
で
情
報

・
意
見
交
換

を
す
る
な
か
、
何
ら
か
対
応

す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
広

が

っ
て
き
た
」
。
日
銀
の
黒

田
東
彦
総
裁
は
こ
う
話
す
。

５０
年
前
に
１
４
対
３５

，レ
ド
だ

っ
た
金
相
場
は
１
８
０
０

，レ
ド

台
に
上
昇
し
た
。
裏
返
せ
ば

金
に
対
す
る
ド
ル
の
価
値
は

９８
％
目
減
り
し
た
こ
と
に
な

る
。

「
通
貨
の
供
給
量
が
増

・裁
け
れ
廂
い
鞠
翡
¨
役
議
疏

が
あ
る
」

（
ピ
ク
テ
投
信
投

一資
顧
間
の
萩
野
琢
英
社
長
）

と
し
て
、
金
を
買
う
投
資
家

が
再
び
増
え
て
い
る
。

５０
年
前
、
米
国
が
ド
ル
の

金
兌
換

（だ
か
ん
）
を
止
め

た

こ
と
で
金
融
政
策

の
柔

軟
性
が
高
ま
り
、
好
不
況
の

振
幅
を
抑

え
や
す
く
な

っ

た
。そ

の
半
面
、
マ
ネ
ー
の
大

量
供
給
で
金
融
危
機
な
ど
の

痛

み
を
和

ら
げ

て
き
た
結

果
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
対

応
す
る
経
済
の
構
造
変
化
を

遅
ら
せ
る
結
果
に
な

っ
て
は

い
な
い
か
。
実
体
経
済
の
成

長
力
を
ど
う
取
り
戻
す
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。

一金
対
比

ド
ル

年
で
９８
％
下
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C

見ぇなヽ ヽ

鶉 算
「補
助
金
は
条
件
が
合
え
ば

誰
で
も
受
給
で
き
ま
す
。
返
済

も
不
要
で
す
」

「
コ
ロ
ナ
対
策

で
補
助
金

の
規
模
は
過
去
最

高
。
早
く
申
請
し
な
い
と
、
す

ぐ
に
締
め
切
ら
れ
ま
す
よ
」
。

東
京

・
銀
座
の
雑
居
ビ
ル
の

一

の
仕
事
に
専
念
す
る
た
め
、
新

た
な
収
入
源
を
得
た
い
と
思
い

つ
い
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

「自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が

見
え
て
い
ま
す
ね
。
詳
し
い
話

を
し
ま
し

ょ
う
」
。
男
性
が
休

憩
中
に
た
ば
こ
を
吸

っ
て
い
る

と
、
社
長
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
、

別
室
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
こ
で

待

っ
て

い
た

ス
タ

ッ
フ
か
ら

は
、
補
助
金
受
け
取
り
を
支
援

す
る
コ
ン
サ
ル
料
と
し
て
５０
万

円
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
日
だ

け
の
特
別
価
格
で
、
同
日
中
に

契
約
す
れ
ば
半
年
間
の
支
援
期

間
が
１
年
間
に
延
長
さ
れ
る
と

い
う
。「個

人
事
業
主
と
し
て
申
請

す
れ
ば
１
０
０
万
～
２
０
０
万

円
の
補
助
金
が
下
り
、
コ
ン
サ

ル
料
も
経
費
で
落
と
せ
る
の
で

大
丈
夫
で
す
よ
」
。
自
身
も
補

助
金
を
元
手
に
会
社
を
経
営
し

て
い
る
と
い
う
ス
タ

ッ
フ
の
言

葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
迷
わ
ず

契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

毎
日
新
間
の
取
材
に
こ
の
コ

ン
サ
ル
会
社
は

「必
ず
補
助
金

を
受
給
で
き
る
と
約
束
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

申
請
の
た
め
の
支
援
だ
」
と
強

調
す
る
。

「補
助
金
採
択
率
１
０
０
ψ

！
Ｌ
最
大
１
億
円
獲
得
」

「今

な
ら
着
手
金
が
半
額
」
―
―
。

ネ
ッ
ト
上
で
は
こ
ん
な
う
た
い

文
旬
の
広
告
が
躍
り
、
コ
ン
サ

ル
や
中
小
企
業
診
断
士
ら
が
補

助
金
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
中
小
企
業
の
経
営
支
援
が

専
門
で
、
補
助
金
ビ
ジ
ネ
ス
に

¨
鮮
』
帥
踏
れ
詢
ぽ
辞
蛹
翻
謄

す
る
。

「大
型
の
コ
ロ
ナ
対
策

で

『補
助
金
ビ
ジ
ネ
ス
』
は
空

前
の
バ
ブ
ル
に
沸
い
て
い
る
」

【袴
田
貴
行
、
町
野
幸
】

一　
３
面
に
つ
づ
く
　
一

地

銀

の

８

割

増

益

・
黒

字

化

く
釣

　

　

４
～
６
月

上
場
す
る
地
方
銀
行
７７
行

・
グ
ル
ー
プ
の
２
０
２
１
年

４
～
６
月
期
決
算
が
１３
日
、

出
そ
ろ

っ
た
。
８
割
強
に
あ

た
る
６５
行
の
地
銀
で
前
年
同

期
に
比
べ
て
純
利
益
が
増
加

ま
た
は
最
終
損
益
が
黒
字
転

換
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
始
め

た
１
年
前
は
、
融
資
先
の
倒

産
に
備
え
て
多
額
の
不
良
債

権
処
理
費
用
を
計
上
す
る
地

銀
が
相
次
い
だ
。
政
府
に
よ

る
財
政
出
動
や
資
金
繰
り
支

援
で
倒
産
が
抑
え
ら
れ
、
不

良
債
権
の
処
理
費
用
が
大
幅

に
減

っ
た
。

２０
年
１０
月
に
組
織
再
編
が

あ

っ
た
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
を
除
く
７６
行
で
の

純
利
益
の
合
計
額
は
５９
％
増

だ

っ
た
。
不
良
債
権
処
理
費

用
が
か
さ
ん
で
２０
年
４
～
６

月
期
に
最
終
赤
字
だ

っ
た
福

島
銀
行
は
黒
字

に
転
換

し

た
。

申請支援 ビジネス化

毎日 ど//コ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
政
府
は
中

小
企
業
向
け
の
補
助
金
事
業
に
巨
額
の
予
算
を
投
入
し
た
。
企

業
の
補
助
金
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
報
酬
を
稼
ぐ
民
間
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
は
、
こ
の
機
を
逃
す
ま
い

と
補
助
金
獲
得
を
競

っ
て
い
る
。
空
前
の
バ
ブ
ル
に
沸
く

「補

助
金
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
実
態
に
迫

っ
た
。

室
で
、
都
内
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
が
開
い
た
説
明
会
。
同

社
の
社
長
が
講
師
役
と
し
て
熱

弁
を
振
る

っ
て
い
た
。

受
講
者
は
１０
人
弱
。
音
楽
関

係
の
仕
事
の
傍
ら
福
祉
施
設
の

派
遣
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る

男
性
は
、
フ
ェ
イ
ス
プ

ッ
ク
の

広
告
を
見
て
参
加
を
申
し
込
ん

だ
。補

助
金
に
つ
い
て

一
通
り
説

明
を
受
け
た
後
、
観
光
客
向
け

の
宿
泊
施
設
の
開
業
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
音
楽

日経 P//タ

円」「採択率100%」「最大 1億
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
下
で
２
年
目
の
予

算
編
成
が
始
ま
る
。
政
府

・

与
党
内
で
は
衆
院
選
を
に
ら

ん
だ
経
済
対
策
を
求
め
る
声

が
浮
上
す
る
。
経
済
の
回
復

は
業
種
に
よ

っ
て
差
が
開
く

「
Ｋ
字
」
の
構
図
が
鮮
明
で
、

支
援
策
は
メ
リ

ハ
リ
が
必
要

に
な
る
。
２
０
２
０
年
度
か

ら
３０
兆
円
も
繰
り
越
し
た
執

行
の
目
詰
ま
り
を
解
消
し
、

成
長
に
つ
な
げ
る
効
率
的
な

配
分
が
求
め
ら
れ
る
。

財
務
省
は
２２
年
度
予
算
編

成
に
向
け
て
８
月
末
、
各
省

庁

の
概
算
要
求

を
締
め
切

る
。
当
初
予
算
で
も
２‐
年
度

に
１
０
６
兆
円
と
過
去
最
大

に
膨
ら
ん
だ
危
機
モ
ー
ド
が

な
お
続
く
公
算
が
大
き
い
。

給
付
金
で
は
限
界

「も
う
限
界
だ

っ
た
」
。

東
京
都
内
で
複
数
の
居
酒
屋

を
経
営
す
る
３０
代
の
男
性
は

７
月
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言

下
で
、
都
の
体
業
要
請
に
従

わ
ず
酒
類
を
提
供
し
た
。
今

春
ま
で
は
要
請
に
応
じ
、
協

力
金
や
家
賃
支
援
の
給
付
金

を
受
け
取

っ
て
い
た
。
そ
れ

で
は
し
の
ぎ
き
れ
な
く
な

っ

た
。

「
道
義
的
問
題
よ
り
も

事
業
の
継
続
を
優
先
せ
ぎ
る

を
得
な
い
。
支
援
が
も
う
少

し
手
厚
け
れ
ば
」
と
漏
ら
す
。

コ
ロ
ナ
ー
年
目
の
２０
年
度

は
、
家
計
消
費
が
持
ち
家
の

家
賃
換
算
分
を
除
き
約
２
２

４
兆
円
と
前
年
度
か
ら
２０
兆

円
近
く
減

っ
た
。
と
こ
ろ
が

税
収
は
消
費
増
税
も
寄
与
し

て
６０

。
８
兆
円
と
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。
緩
や
か
に
連

動
し
て
き
た
二
つ
の
数
字
の

分
離
は
、
経
済
の
持
ち
直
し

が

一
様
で
は
な
く
Ｋ
字
に
割

か
れ
た
実
相
を
映
す
。

財
務
省
の
法
人
企
業
統
計

に
よ
る
と
、
資
本
金
２
０
０

０
万
円
未
満
の
非
製
造
業
は

２‐
年
１
～
３
月
期
の
営
業
利

益
が
コ
ロ
ナ
前
の
１９
年
同
期

よ
り
７
割
少
な
い
。

コ
ロ
ナ

で
打
撃
を
受
け
た
中
小
飲
食

業
は
も
と
も
と
赤
字
体
質
で

法
人
税
を
払

っ
て
い
な
い
場

合
が
多
い
。
苦
境
は
必
ず
し

も
税
収
に
反
映
さ
れ
な
い
。

法
人
税
収
を
押
し
上
げ
た

の
は
大
手
製
造
業
だ
。
資
本

金
１０
億
円
以
上
の
製
造
業
の

営
業
利
益
は

コ
ロ
ナ
前
の
１９

年
１
～
３
月
期
を
３
割
近
く

上
回

っ
た
。
景
気
の
回
復
で

先
行
す
る
米
国
や
中
国

へ
の

輸
出
が
伸
び
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
は
１
人
１０
万

円
の
給
付
金
や
実
質
無
利
子

ｏ
無
担
保
融
資
な
ど
幅
広
い

対
象

へ
の
支
援
が
中
心
だ

っ

た
。
救
済
策
の
長
期
化
は
企

業
が
政
策
依
存
に
陥
り
、
生

産
性
を
低
迷
さ
せ
る
リ
ス
ク

と
背
中
合
わ
せ
。
２
度
目
の

予
算
編
成
は
困
窮
者
に
的
を

絞
る
必
要
が
あ
る
。

難
し
い
線
引
き

線
引
き
は
難
し
い
。

「
飲

食
だ
け
支
援
が
手
厚
い
の
は

お
か
し
い
」
。
酒
販
店
や
エ

ン
タ
メ
関
連
産
業
か
ら
は
既

に
不
満
が
漏
れ
る
。
同
じ
業

種
で
も
、
店
舗
数
な
ど
規
模

の
違
い
に
よ
る
支
援
の
過
不

足
が
不
公
平
感
を
生
む
。

家
計
支
援
策
も
同
様
だ
。

２０
年
春
の
給
付
金
は
当
初
は

困
窮
世
帯
に
限
り
、

３０
万
円

を
配
る
案
が
検
討
さ
れ
た
“

「
額
の
大
き
さ
が
不
公
平
感

を
際
立
た
せ
て
反
発
を
招
い

た
」

（財
務
省
幹
部
）
。
結

果
、
広
く
薄
く
１０
万
円
と
い

う
方
式
に
落
ち
着
い
た
。

第

一
生
命
経
済
研
究
所
の

星
野
卓
也
氏
は

「
『
住
民
税

非
課
税
世
帯
』
な
ど
政
府
が

所
得
を
基
準
に
し
た
区
切
り

し
か
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
有
資
産
額
を
把
握
で
き
な

い
現
状
で
は
、
本
当
の
困
窮

世
帯
に
絞

っ
た
政
策
は
そ
も

そ
も
難
し
い
」
と
指
摘
す
る
「

支
援
の
長
期
化
は
す
で
に

ひ
ず
み
を
生
ん
で
い
る
。
企

業
の
体
業
手
当
を
支
援
す
る

一雇
用
調
整
助
成
金
は
中
小
企

業
が
自
己
負
担
な
し
で
１
人

あ
た
り
１
日
最
大
１
万
５
０

０
０
円
受
け
取
れ
る
特
例
が

続
く
。
失
業
者
の
増
加
を
抑

え
た
半
面
、
成
長
産
業
へ
の

転
職
の
意
欲
ま
で
そ
い
で
い

る
と
の
指
摘
が
絶
え
な
い
。

一雇
調
金
は
巨
額
の
支
払
い

が
続
き
、
す
で
に
財
源
が
底

を
つ
き
つ
つ
あ
る
。
雇
用
保

険
の
積
立
金
は
１９
年
度
の
４

・
５
兆
円
か
ら
２‐
年
度
の
見

込
み
額
は
Ｏ

ｏ
２
兆
円
ま
で

減

っ
て
い
る
。

こ
こ
に
き
て
再
び
感
染
が

急
拡
大
し
、
経
済
の
持
ち
直

し
が
鈍
る
懸
念
が
強
ま
る
。

必
要
な
支
援
を
維
持

・
強
化

し
な
が
ら
、
長
く
は
続
け
ら

れ
な
い
危
機
対
応
の
出
口
を

探
る
必
要
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ

２
年
目
の
難
題
へ
の
解
答
が

今
後
の
予
算
編
成
で
は
求
め

ら
れ
る
。

《コロナ予 算 擬・ 2年目の難題 上

内需の落ち込みを反映しない税収増は
「K字」回復を映す

`    l  l

2002年度 05     10

支援策にはメリハリ必要

危
機
後
回
復
に
「Ｋ
字
」格
差

２６０
却

日後 δ/7,

J230
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デ
ジ
タ
ル
で
作

っ
た
動
画

や
絵
を
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン

（分
散
型
台
帳
）
上
で
管
理

す
る
非
代
替
性
ト

ー
ク

ン

（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
）
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
存
在
感
が
増
し
て

い
る
。
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
動
画
が
Ｎ
Ｆ
Ｔ
と
し
て

取
引
さ
れ
、
市
場
を
け
ん
引
。

大
手
取
引
所
の
８
月
の
Ｎ
Ｆ

Ｔ
取
引
高
は
１８
日
時
点
で
Ｈ

億

′レ
ド

（約
１
２
０
０
億
円
）

と
７
月
の
３
倍
に
増
え
た
。

資
金
洗
浄
（
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ

リ
ン
グ
）
な
ど
悪
用
さ
れ
る

リ
ス
ク
も
浮
上
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｆ
Ｔ
は
プ

ロ
ッ
ク
チ

ェ

ー
ン
技
術
で
所
有
者
や
権
利

の
譲
渡
な
ど
情
報
が
す
べ
て

記
録
さ
れ
る
た
め
、
改
ざ
ん

が
難
し
い
。
唯

一
の
「
本
物
」

で
あ
る
こ
と
が
証
明
し
や
す

く
、
希
少
性
か
ら
投
機
マ
ネ

ー
を
呼
び
や
す
い
。

Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
取
引
大
手
オ
ー

プ
ン
シ
ー
に
よ
る
と
、

月
１

億
～
３
億

′レ
ド
前
後
だ

っ
た
取

引
額
は
８
月
に
Ｈ
億

′レ
ド
に
達

し
た
。

一
因
が
オ
ン
ラ
イ
ン

グ
ー
ム
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
下
の
巣
ご
も
り
需
要

デジタル資産 ゲ‐ムにも々
P/p.

が
急
増
。
ゲ
■
ム
内
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
通
貨
が
Ｎ
Ｆ
Ｔ

と
し
て
取
引
さ
れ
て
い
る
。

特
に
取
引
が
多
い
と
さ
れ

る
の
が
、
ベ
ト
ナ
ム
発
の
Ｎ

Ｆ
Ｔ
ゲ
ー
ム

「
Ａ
ｘ
ｉ
ｅ

Ｉ
ｎ
ｆ

ｌ
ｎ
ｉ
ｔ
ｒ
」
だ
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
と

し
て
売
買
で
き
る
ほ
か
、
ゲ

ー
ム
内
で
２
種
類
の
暗
号
資

産

（仮
想
通
貨
）
が
手
に
入

る
。
ゲ
ー
ム
内
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
育
て
る
と
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の

価
格
が
上
が
り
、
１
体
５
０

０

，レ
ド
前
後
で
取
引
さ
れ
る
ほ

か
、
仮
想
通
貨
も
手
に
入
る

仕
組
み
だ
。
こ
の
仮
想
通
貨

「
Ａ
Ｘ
Ｓ
」
も
１
単
位
あ
た

り
７０

，レ
ド
と
６
月
末
か
ら
１５
倍

前
後
に
急
騰
し
て
い
る
。

「
在
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
新
興
国
の
若
者
が
ゲ
ー
ム

を
し
、
稼
い
だ
ア
イ
テ
ム
や

コ
イ
ン
を
先
進
国
の
富
裕
層

が
買
う
、
出
稼
ぎ
ゲ
ー
ム
に

な

っ
て
い
る
」
。
ブ

ロ
ッ
ク

チ

ェ
ー
ン
推
進
協
会
Ｎ
Ｆ
Ｔ

・
ゲ
ー
ム
部
会
の
岡
部
典
孝

部
会
長
は
、
「
Ａ
ｘ
ｉ
ｅ
　
Ｉ

ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」
の
現
状

を
説
明
す
る
。
日
々
ゲ
ー
ム

を
進
め
る
こ
と
で
仮
想
通
貨

を
採
掘
し
売
買
し
た
り
、
育

て
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
売
買
し

た
り
し
て
稼
ぐ
。
ゲ
ー
ム
を

や
り
込
む
だ
け
で
月
１６
万
円

程
度
稼
げ
る
と
い
い
、
東
南

ア
ジ
ア
各
国
で
失
業
し
た
若

者
の
参
入
が
増
え
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
開
始
に
は
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
購
入
で
数
万
円
が

必
要
な
た
め
、
富
裕
層
が
貸

し
出
し
、
稼
い
だ
仮
想
通
貨

を
折
半
す
る

「
奨
学
金
」
と

呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
登

場
し
た
。

「
Ａ
Ｘ
Ｓ
」
は
６

月
末
時
点
で
４

ｏ
６

′レ
ド
だ

っ

た
が
、

‐７
日
に

一
時
８０

，レ
ド
超

と
な
り
、
時
価
総
額
は
４０
億

′レ
ド
を
超
え
た
。

「中
国
の
投
資
家

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
話
題
に
な
り
、

投
機

マ
ネ
ー
が
流
入
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
得
た
保
有
資
産
が

１
億

円
を
超

え
た
人
も

い

る
」
と
Ｎ
Ｆ
Ｔ
ゲ
ー
ム
を
手

掛
け
る
ク
リ
プ
ト
ゲ
ト
ム
ス

（東
京

・
渋
谷
）
の
小
沢
孝

太

。
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
話
す
。

ゲ
ー
ム
に
加
え
て
投
資
が

で
き
る
機
能
が
つ
い
た
Ｎ
Ｆ

Ｔ
は
増
え
て
い
る
。
１
万
種

類
の
猿

の
絵
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
し

た

「
ボ
ア
ー
ド
　
エ
イ
プ
」

は
購
入
し
た
猿
の
絵
を
Ｔ
シ

ャ
ツ
に
す
る
な
ど
の
権
利
を

認
め
て
お
り
、
４
日
に
は
数

一

枚
の
イ
ラ
ス
ト
が
１
０
０
万

′レ
ド
を
超
す
高
値
を
つ
け
た
。

た
だ
、　
一
般
に
法
律
上
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
所
有
権
が

認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

基
本
的
に
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
売
買
で

保
証
さ
れ
る
の
は
、
サ
ー
バ

ー
に
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
ヘ
ア

ク
セ

ス
で
き
る
権
利

の
み

で
、
売
買
す
る
の
も
あ
く
ま

で
ア
ク
セ
ス
権
だ
。
例
え
ば
、

Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
イ
ラ
ス
ト
を
Ｔ
シ

ャ
ツ
に
写
し
て
販
売
す
る
に

は
著
作
権
者
の
許
可
や
権
利

が
不
可
欠
。
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
ど
ん

な
権
利
が
つ
い
て
い
る
の
か

は
個
別
の
確
認
が
必
要
だ
。

ま
た
、
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
な

ど
仮
想
通
貨
と
同
様
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
や
、
資
金
洗
浄
に

利
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
大
き

い
。
Ｈ
日
に
は
暗
号
資
産
サ

ー
ビ
ス
の

一
つ
か
ら
約
６
６

０
億
円
分
の
暗
号
資
産
が
流

出
し
た
。　
一
部
は
そ
の
後
返

還
さ
れ
た
が
、
こ
う
い

っ
た

こ
と
は
Ｎ
Ｆ
Ｔ
で
も
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

（金
融
工
学
エ
デ
ィ
タ
ー

小
河
愛
実
）

資
金
洗
浄
な
ど
リ
ス
ク

「NF丁」取引高3倍 キャラや動画で

NFTと して売買されるキ ャラクター (Axie
lnfinityの ウェブサイ トより)

モンスターやアイテムにNFTが
付与されたオンラインゲーム。

ボアード

エイプ

■万種類の猿のイラスト。最高額

は■オ女127天テドル

宇宙人の ドット絵。 ■枚最高 8億

円超。

NBA トッ

プショット

NFT付きのプレー動画などを含

むオンラインゲーム

ヨ 推 ψ ′

サービス名

:」をよ::

餞

取引が多い主なNF丁


